
 

表１．平成２６年度モーニングレクチャー開催日程
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TOPICSTOPICS

臨床研修センター長

甲谷　哲郎臨床研修センター経過報告

臨床研修センターは、研修医により密着してサポートする組織として、平成２６年４月１日に発足しました。早いもので、もうすぐ１年を
迎えます。本稿では臨床研修センターの経過についてご報告をいたします。

　ご存知のように、平成１６年より卒後臨床研修が義務化されています。その目標は、「将来専門とする分野に関わらず、一般的な診
療において頻繁に関わる負傷または疾病に適切に対応できるよう、プライマリ・ケアへの理解を深め、基本的な臨床能力を習得する」と
いうことです。当院のプログラムでは、１年次の「内科系（６か月）」、「救急（３か月）」、そして２年次の「地域医療（１か月）」が基本必修
科目です。「麻酔科」、「小児科」、「産婦人科」、「精神科」、「外科系診療科」が１、２年次の準必修科目です。加えて、当院のすべての
診療科目を自由に選択できるプログラムとしています。

各臓器病態別の専門診療科研修に加えて、一般外来や病棟での救急患者に対応できる新たな育成システムを開始し、そのために６
月より、外来１階に臨床研修センター専用診察室を設置しました。具体的には、各科ローテーションと並行して、研修センター指導医と
研修医がペアになり、以下の診療を実施しています。
・日中受付時間外の外来患者、時間内受診でも担当診療科が特定できない患者
・外来処置室で状態が悪い患者や病棟で状態が悪化した患者（院内１１９番）
以上により、将来どの科に進むとしても、主訴や受診動機から問題点を抽出し、重症度を適切に判断し、専門診療科へつなぐというプ

ライマリ・ケア能力を高めることを目標としています。

初期研修医のためのセミナー・勉強会についてご紹介いたします。まず、モーニングセミナーですが、月曜日（隔週）朝７：３０～、各診
療科持ちまわりで、研修医が必要とする実践的な内容の講義が行われています（表１）。さらに最近、毎週木曜日に、「木曜日夜の臨床
講座」が開始され、指導医ばかりでなく、研修医自らの発表もあり、幅広い話題を網羅するようにしています（表２）。また、毎週金曜日昼
には、「金曜昼の振返りセミナー」が開催されています（表３）。ここでは研修医が自ら経験した症例を持ち寄り、その経験を研修医全員
で共有することを目的にしています。

１．臨床研修とはなにか：当院の研修プログラムの特徴

２．臨床研修センターにおける診療の開始

３．臨床研修センターにおけるセミナー・勉強会の紹介



 

表２．木曜夜の臨床講座

表３．金曜昼の振返りセミナー
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以上、臨床研修センターの経過についてご紹介いたしました。「研修医は病院全体で育てる」という当院の理念・伝統をより強固に構
築するように努力したいと思います。ご指導ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

■木曜夜の臨床講座の様子 ■外科の一般的な対応のシミュレーション中

■仲間同士で相談 ■診療の合間には勉強も


